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題

名 

32180 グループ、32182 グループ、 
32185/32186 グループ、 
32192/32195/32196 グループ 
DMAC に関するハードウェアマニュアルの誤記訂正 

情報分類 技術情報 

適

用

製

品 

32180 グループ、32182 グループ、 
32185/32186 グループ、 
32192/32195/32196 グループ 

対象ロット等 

関連資料 左記適用製品のハードウェアマニュア

ル  

 

上記適用製品のハードウェアマニュアルの DMAC 章において、内容の訂正がありましたので、お知らせします。 

上記適用製品のハードウェアマニュアルをご利用の際は、本資料を併せてご利用ください。 

なお、ページ番号、図表番号などは 32185/32186 グループを例に記載しています。その他の製品のページ番号、図表番号など

につきましては最終ページの表を参照してください。 
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〈訂正内容〉 

Page 9-49 

「表 9.4.1 DMAC 関連レジスタへのライトアクセスの可否」の説明を以下の通り訂正いたします。 

 

【誤】 

 

表 9.4.1 DMAC 関連レジスタへのライトアクセスの可否 

状態 DMA転送許可ビット DMA転送要求フラグビット DMA割り込み関連レジスタ その他DMAC関連レジスタ 

転送許可状態 ○ ○ ○ × 

転送禁止状態 ○ ○ ○ ○ 

○：許可 ×：禁止 

 

【正】 

 

表 9.4.1 DMAC 関連レジスタへのライトアクセスの可否 

状態 DMA転送許可ビット DMA転送要求フラグビット DMA割り込み関連レジスタ その他DMAC関連レジスタ 

転送許可状態 △ △ ○ × 

転送禁止状態 ○ ○ ○ ○ 

○：許可  ×：禁止 
△：以下のいずれかの場合のみ書き込み許可（それ以外は禁止） 
  ・DMA 転送許可ビット、DMA 転送要求フラグビット共に"1"を書き込む場合 
  ・DMA 転送要求が発生しない場合 (注 1) 
 

注 1. DMA 転送要求は任意のタイミングで発生するため、DMA 転送要求フラグビットを読み出して確認する間に、内部で

DMA 転送要求が発生している場合があります。以下のいずれかの方法で確実に DMA 転送要求が発生しない状態で実施

してください。 
 

[1] LOCK ビットをセットして、CPU 以外のバス権要求を受け付けない状態にする 
・SFR のダミーアクセス領域に対し LOCK 命令を実行し、LOCK ビットをセットしてください。LOCK ビットをセッ

トすると DMA 転送要求を含む CPU 以外のバス権要求の受け付けを禁止します。DMAn チャネル制御レジスタ 0 へ

のライトアクセス後は、必ず SFR のダミーアクセス領域に対し UNLOCK 命令を実行し、LOCK ビットをクリアし

てください。LOCK ビットセット中に発生した DMA 転送要求は、LOCK ビットクリア後に受け付けられます。LOCK
命令/UNLOCK 命令、および LOCK ビットについての詳細は、「2.7 BSET、BCLR、LOCK、UNLOCK 命令実行時の

補足説明」を参照してください。 
 

[2] DMA 転送要求要因元を確実に停止し、DMA 転送要求が発生しない状態にする 
・DMA 転送要求要因として選択した内蔵周辺 I/O が動作していない状態にしてください。もし、該当する内蔵周辺 I/O
が動作中であれば、動作を停止、あるいは DMA 転送要求の出力設定を解除してください。なお、内蔵周辺 I/O の動

作を停止、あるいは DMA 転送要求の出力設定を解除するタイミングによって、停止が間に合わず DMA 転送要求を

受け付ける場合がありますのでご注意ください。 
 

[3] DMA 拡張転送要求要因を変更し、DMA 転送要求が発生しない状態にする 
・DMA 転送要求要因として拡張転送要求要因を選択している場合、DMA 拡張転送要求要因を、DMA 転送要求を出力

しない設定の内蔵周辺 I/O に変更してください。DMA 拡張転送要求要因選択ビットは、DMA 転送許可状態でのラ

イトアクセスは禁止ですが、DMA 転送要求を出力しない設定の内蔵周辺 I/O に変更する場合のみライトアクセス可

能です。 
 

〈補足〉 

32180/32182 グループには SFR のダミーアクセス領域がありませんが、H'0080 0600～H'0080 0603 番地を、ダミーアクセス領

域として使用可能です。この領域へのアクセスは、書き込み値は無効、読み出し値不定となります。また、この領域への書き込

み、読み出し動作による、他 SFR 領域への影響はありません。 
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〈関連資料〉 

適用製品 マニュアル名称、資料番号 ページ番号 図表番号 

32180 グループ 32180 グループユーザーズマニュアル Rev.1.00  
(MJJ06B0006-0100Z) Page 9-38 表 9.4.1 

32182 グループ 32182 グループユーザーズマニュアル Rev.2.00  
(RJJ09B0053-0200Z) Page 9-38 表 9.4.1 

32185/32186 
グループ 

32185/32186 グループ ハードウェアマニュアル Rev.1.10  
(RJJ09B0246-0110) Page 9-49 表 9.4.1 

32192/32195/32196
グループ 

32192/32195/32196 グループ ハードウェアマニュアル
Rev.1.10 (RJJ09B0099-0110) Page 9-49 表 9.4.1 

 

 

 

 


